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ヽ 計画策定の趣旨
①人権をめぐる現状を明らかにすること

②人権教育・啓発の取組みの方向を示すこと

③行政、学校、企業、民間団体、家庭及び地域などに期待される役割を明らかに

すること

ヽ ヽ

： 計画の性格 4` 

①人権教育及び人権啓発の推進に関する法律の趣旨を踏まえたものであること

※人権教育及び人権啓発の推進に関する法律には、地方公共団体が行う人権教育・啓発の基本

理念や人権教育・啓発施策の策定及び実施についての地方公共団体の責務が規定されていま

す。

②「『人権教育のための国連10年』小巳町行動計画」を基本に、さらに内容を

充実発展させたものであること

すべての町民を対象として、あらゆる場、あらゆる機会をとらえて行われるも

のであって、自らの尊厳に気づくとともに、多様性を容認する「共生の心」を育み、

物事を人権の視点でとらえ、それを自分のこととして考え、行動できる態度を身

につけるための教育・啓発

すべての人の人権と基本的自由が尊重され、すべての人がその個性を全面的に

開花させること

すなわち、すべての人が出身や門地、性や年齢の違い、障がいの有無や貧富の

差に関係なく、狭立した人格と「尊厳」をもった一人の人間として尊重され、そ

れぞれが「自立」し（必要に応じた「ケア」も含め）あらゆる生活分野における

処遇や「社会参加の機会の平等」が保障され、 「自己実現」できる社会、みんな

が幸せに安心して自分らしく生きることのできるようなコミュニティを創造する

こと

21世紀は「人権の世紀」と言われています。世界人権宣言や日本国憲法で保障

されているように、すべての人々には、人間として尊重され、生きていく権利が

あります。

人権とは、誰もが生まれながらにして持っている基本的な権利であり、自分の

生活を理由なく侵害されず、人が人として生きていくことのできる権利です。

つまり、人権とは、 「衣」 ・ 「食」 ・ 「住」が満たされていることや、健康で

あること、生命・身体が守られること、自由に発言できることなど、すべての日

常生活に関わるものであり、人権問題は、特定の人の問題ではなく、すべての人

にとって身近な問題です。

しかしながら、わが国においては女性、子ども、高齢者、障がい者、同和問題、

外国人などに関するさまざまな人権問題が依然として存在しています。

また、近年、子どもたちが対象になったり、当事者となるような犯罪が頻繁に

起きており、さらに、インターネット上の差別情報等も大きな問題となっていま

す。

このような中、 『人権教育及び人権啓発の推進に関する法律』が制定されたこ

とにより、地方公共団体は人権教育及び人権啓発に関する施策を策定し、実施す

ることが求められています。

小国町においても、これまでの取組の成果や課題を踏まえ、行政、学校、企業・

民間団体及び住民一人ひとりが人権を大切にするという共通の考え方に立って、

お互いに協力しながら、さらに人権意識を高めるための取組を進める必要があり

ます。

このため、今般、小国町での歴史的、地理的、また人的なつながりを考慮し、

地域一体となって人権教育・啓発に関する基本計画の策定に取り組むこととなり

ました。

そして、今後の中長期的な人権施策の推進を図るため、 『小国町人権教育・啓

発基本計画』を策定しました。これからは、本計画に基づき人権教育・啓発を着

実に進めてまいります。
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屯 三 息 烹虹ぞ竺雪悶言翌99悶‘嘉言ご冨言｀乙言悶：言贔
力や人権侵害につながっていると言われています。

また、女性の社会進出や男女それぞれの幅広い生き方の選択も妨げています。

屯・；品臼猛溢；ばンス等の被害を受けた女性の保護と自立支援のための取組みや加

●就業環境の整備、育児・介護サービスの充実、男性も含めた働き方の見直しや政策決定の場

への参画の拡大
●女性特有の様々な悩みに対応した支援策の充実 など

屯 ご＇己言嘉匹言言 □濯詈麟菜迄芸鸞謬口ご覧畠；』雷
事案の増加につながっています。

また、学校においては、いじめや不登校、中途退学などの問題が蔓うべき状況にあります。

屯：塁9竺雰 だ芯 ‘ぃ 門悶 ：言玉：む9茫ば；：芦翌ナる指導・支援 体
制の充実

●子どもの権利に関する啓発への取り組み など

屯 よ貫嬰讐9]こ進展する中、身体的虐待や介護世話の放棄など、高齢者への虐待事例が確

また、高齢者のまわりには意識面などをはじめとする様々な障壁が存在しており、高齢者
の自立と社会的活動への参加が阻まれている状況にあります。

屯•:;;~翌孟：するネットワーク整備など、身近な機関を核とした地域全体での高齢者

ュ ●介護保険施設等に対する身体拘束廃止に向けた指導の強化

●シルバー 110番などの相談事業の着実な取組み など

屯 ぃ悶言悶塁言霜霜覧言。多い一方、障がい者に対する誤解や偏見、理解のな

また、障がい者に対する財産の侵害や障がい者を狙った犯罪なども発生しています。
学校では、共生社会の基礎となる「特別支援教育」がスタートしました。

屯：：ご悶喜芸言ぢ霊止権利擁護センターの充実

●障がいに対する正しい知識の普及と日常的なふれあいをとおした相互理解の促進 など

人 権の重要課題の現状等

R 
屯 二言戸は、日本固有の人権商題であり、憲法で保障する基本的人権の侵害こ関わる重大な

住宅や道路などの生活環境をはじめとする物的な基盤整備については、これまでの取組みに
より、大きく改善されましたが、就労の安定や学力保障など残された課題もあり、また、結婚
や就職時における差別の問題も、依然として存在しています。
近年においては、インターネットを利用した差別情報の掲載なども大きな問題です。

屯 ：霊 □は温芸腐燐塁忠塁：等との連携など

屯 言言誓誓言［畠言言言言言翌言労芦霜：見匹言言認塁：
別事例が発生しています。

また、伝統的な価値観を有する地域社会の中で、外国人や異文化と接する場合は、閉鎖的に
なりがちな傾向にあります。

屯 ：閲翌、習;;悶;;;言芦：：贋や緊急時における相談・情報提供機能の充実

ふ●在住外国人と地域住民との交流促進 など

屯 よ訂尋言ぷ猛は言塁塁悶贔喜贔喜言覧雪。いなど、水俣病

また、被害者本人や家族の高齢化が進んでおり、中でも胎児性・小児性の被害者の多くの人
が50歳代を迎え、日常生活において様々な支障や不安が発生しています。

屯 ：;;;塁？芦：9:芦宝霊翌孟悶富ば霊、の翌、社会参加が
促進されるような地域における支援の充実 など

屯 ぃば芦雲言塁：口言言霜』恥言詞霊讐雷990に障が
また、社会参加の妨1プとなるような宿泊拒否事件が県内で発生gるなど、偏見や差別が根強

く残っています。

屯 ：とは言盟畠芦言開啓発

屯 よ;:言げ、な塁言:;‘認言言言：：：よご互闊心言讐胃者に対する偏見や

また、難病患者の中には、病気に対する無理解や偏貝により、 心ない言葉をかけられるなど、
就学、就労、結婚など社会生活のあらゆる場面で差別を受ける人もいます。

屯：;~芸：四竺ぷ髯塁雰悶；巴霊た生活を送ることができるような普
及・啓発

●地域で生活する難病患者やその家族の日常生活における相談・支援の取組み など

屯 療畠宣言髯言：言言言99言 。でなく、被害後に生じる精神的な被害や治

また、近隣住民等周囲の人々の言動や報道機関による取材及び報道により二次的被害を受け
る場合があり、更に苦しんでいる状況にあります。

屯：竺悶芦ば霊霜と：：謬塁9農取組みの強化
●関係機関・団体による被害者支援ネットワークの活性化 など

屯 よ；戸：丘盆‘言謬賢竺五認髯こ言言悶虚嘉合言讐言喜望り、差別
また、 インターネットや携帯電話の児童生徒への普及に伴い、掲示板やメールを利用した

いじめや出会い系サイトに関係したトラブルなどの被害が発生しています。

屯：：芦認認畠言孟醤は出雲猛は;~推進
●正しい情報を見極める力（情報リテラシー）を高めていくための取組み など

屯・塁塁言言贔塁塁ような課題があります。

●アイヌの人々の人権
●ホームレスの人権
●性同一性障がい・性的指向をめぐる人権
●拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害

屯 屯 ；；塁問題に対する正しい理解・認識と問題解決に向けた積極的な態度を養う啓発活動

゜


